
概要

ハンズフリーシステムを車両に搭載するのは難
易度の高い課題です。マイクロホンやスピーカー
の設定、いろいろなバックグラウンドノイズ、RF
に起因するノイズ現象等が音声品質に大きな
影響を及ぼします。
P.1100 は ITU -T P.1100 により規定され
ている狭帯域のテストをテスト・スイートとして製
品化したものです。テスト・メソッドはシングル
トークにおける周波数特性やラウドネス・レー
ティング、シングル及びダブルトークにおける
エコー性能やレベル変動、バックグラウンド・ノイ
ズ伝送品質が主なテスト要件として含まれます。
P.1100 はハンズフリーシステム全体或いはマ
イクロホン、スピーカーフォン/ ヘッドセット、近
距離無線通信機能を備えたモバイルホンの評
価及び最適化の為にカーメーカーや自動車部
品メーカーにより用いられています。純正の車
載ハンズフリーシステム及び市販のハンズフ
リー・カー・キットも測定対象となります。
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解説
国際電気通信連合 (ITU) は狭帯域の
車載ハンズフリー通信の音声品質に関する
要件を勧告として確立しました。この仕様
要件及びテスト・メソッドは測定標準規格
P.1100 として通信分析システムACQUA
で利用可能です。
ヘッドアコースティクスの機器、ソフトウエアと
組合せることにより、P.1100 は車載ハンズ
フリー通信のシステム全体或いはサブシステ
ムの自動分析と最適化検討が可能です。
P.1100 は送話受話のラウドネス・レーティ
ング、伝達関数、アイドル・チャンネル・ノイ
ズ、帯域外信号の抑制、エコーアテニュエー
ション、ミニマム・アクティベーション・レベル等
様々な標準テストを含みます。また、P1100
は下記の重要な側面も考慮に入れます：

・ハンズフリー端末を搭載位置等のカーモデ
ル特有の条件でテスト。後付け装着品の
場合は典型的な音響特性をもつ車室を
用いてテスト。

Bluetooth Ț

3GPP (3 rd Generation Partnership 
Project)
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P.1100 (Code 6797)
規格 ITU-T P.1100

狭帯域車載ハンズフリー端末

・ITU -T勧告 P.1100 準拠の車載ハンズフ
リー端末の自動音声品質分析

・客観的な音質評価により車載ハンズフリー
端末の技術検討と最適化

・車室内におけるハンズフリー用マイクロホン
とスピーカーの最適搭載位置の検討

・モバイルホン・ハンドセットのBluetooth ®

測定

テスト信号
・ITU -T P.501 準拠のリアル音声信号
・コンポジット・ソース信号(CSS)
・アクティベーション・シーケンス
・スペシャル・ノイズ・シーケンス
・音声シーケンス
・ダブルトーク・シミュレーションの為の音声

信号
・エコー測定の為のAM / FM 変調正弦波

信号
・バックグラウンドノイズ

ITU -T P.1100 による典型的なハンズフリー測定シナリオ

以前のリリースについてもリクエストに対応致します。

データベースの改訂番号と仕様バージョン

ACQUA
バージョン

データベース
改訂番号

仕様バージョン

以降



08.19 D6797jp7 記述内容が変更になる可能性があります。

測定項目
P.1100 に含まれるテスト項目一覧
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システム構成例

ネットワーク・シミュレーターを用い、
モバイルホンをテスト対象のヘッドユニットに
Bluetooth ®接続したシステム構成例
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一般的な要件
・ACQUA 通信分析システム

- フルライセンス版 (Code 6810)
或いは

- Workplace (Code 6830)
事後分析とドキュメンテーションのみ

或いは
- Compact (Code 6860.xx)

・ACOPT 10 (Code 6820)
TOSQA2001 テレコム客観的音声品質
評価

・ACOPT 17 (Code 6839)
Relative Approach

・ACOPT 21 (Code 6844)
3QUEST、テレコムにおける音声の3 つ
の品質評価

・ACOPT 30 (Code 6857)、POLQA
近距離無線通信テスト(Bluetooth ®)
のみ

・ACOPT 32 (Code 6859)
音声信号によるダブルトーク分析

・ダミーヘッド測定システム
- HMS II.3-33 (Code 1230.1)

ダミーヘッド測定システム、
3.3 耳介タイプ
或いは、

- HMS II.3-34 (Code 1230.2)
ダミーヘッド測定システム、
3.4 耳介タイプ

- HIS L (Code 1231)、追加用
左耳シミュレーター

（バイノーラルテスト用）
・lab CORE (Code 7700)、モジュール式
多チャンネル・ハードウエア・プラットフォーム
- core BEQ (Code 7740)、

labCORE バイノーラル・イコライゼーション
・バックグラウンド・ノイズ・シミュレーション・
システム
（付帯的なコンポーネンツが追加で必要）
- HAE-car (Code 6970)、バックグラウ

ンド・ノイズ・シミュレーション・システム
或いは

- 3PASS flex (Code 6995) 、
マイクロホン・アレイ、分散型マイクロホン、
指向性マイクロホン

・HRRI (Code 6597)、ITU -T P.1100
準拠の回転リフレクター、非定常音響エコー
経路（2019 年末導入予定）

オプション
・UG-VDA (Code 6771.2)

VDA-HFTからP.1100 へのアップグレード
・ACOPT 16 (Code 6836)、PESQ

音声品質の聴感評価
・ACOPT 20 (Code 6843)

品質パイチャート
・core BT (Code 7780)、labCORE

Bluetooth ®レファレンス・アクセス・ポイント
（Bluetooth ®測定用のみ）

・ラジオテスター、適合する狭帯域音声コー
デック搭載（ヘッドアコースティクスでは
取り扱っておりません。）

納品アイテム
・P.1100 測定標準規格 (Code 6797)

ACQUA データベースとして納品
・V2C ファイル
・マニュアル

テスト対象のヘッドユニットに
直接 Bluetooth ®接続したシステム構成例
（labCORE にはcoreBT を搭載）
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ネットワーク・シミュレーターに
テスト対象のヘッドユニットが直接接続

Bluetooth Ⓡの文字商標及びロゴはBluetooth SIG, Inc.
が所有する登録商標です。ヘッドアコースティクスによるこれらの
使用はすべてライセンス契約に基づいています。
他の商標名及び商品名はそれぞれの所有者のものです。


